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平
成
三
十
年
二
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前

十
時
よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室
に

て
第
三
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。御
囲

善
章
専
務
理
事
の
司
会
で
出
席
数
三
十
五

名
、欠
席
数
二
名
の
報
告
が
あ
り
、理
事

会
が
開
始
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
佐
藤
功
理
事
長
か
ら「
昨
日

（
二
十
五
日
）ま
で
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、日
本
選
手
の

目
覚
ま
し
い
活
躍
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。さ
て
、今
回
の
理
事
会
は
次
年

度
に
お
け
る
予
算
審
議
が
主
な
議
題
で
あ

り
ま
す
の
で
、慎
重
な
御
審
議
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
、平
成
三
十
年
度

高
松
市
市
政
功
労
者
表
彰
に
高
松
支
部

の
長
年
の
児
童
養
護
施
設
で
の
理
容
奉
仕

活
動
が
選
ば
れ
た
。佐
藤
理
事
長
よ
り
欠

席
の
川
筋
正
仁
支
部
長
の
名
代
と
し
て
山

本
恵
三
理
事
に
表
彰
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル

が
授
与
さ
れ
た
。（
最
終
面
に
関
連
記
事
）

全
国
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
新
設

　

議
案
に
入
り
、御
囲
専
務
理
事
よ
り
前

回
理
事
会
か
ら
の
経
過
報
告
が
あ
り
、そ

の
後
、全
理
連
理
事
会
の
報
告
が
佐
藤
理

事
長
か
ら
あ
っ
た
。三
十
年
度
全
理
連
予

算
案
で
は
、連
合
会
費
は
四
百
五
十
円
に

据
え
置
く
も
の
の
、組
合
員
の
減
少
が
続

き
、一
般
、事
業
、共
済
全
て
の
会
計
に
お

い
て
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
っ
た
。

　
競
技
会
関
係
で
は
、今
年
も
全
国
大
会

で
五
十
歳
以
上
が
出
場
の
マ
ス
タ
ー
ス
タ

イ
リ
ス
ト
部
門
が
設
け
ら
れ
、昨
年
は
香

川
県
か
ら
二
名
の
参
加
が
あ
っ
た
が
、佐

藤
理
事
長
よ
り
今
年
も
講
師
会
を
中
心
に

出
場
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
た
。ま
た
、大

会
の
活
性
化
と
後
継
者
育
成
の
観
点
か
ら

二
十
三
歳
未
満
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
ち
ら
は
理
容

学
校
生
も
出
場
で
き
る
。要
項
は
近
々
発

表
さ
れ
る
模
様
。

事
業
計
画
、予
算
案
審
議

　

三
十
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
は
、

各
部
よ
り
報
告
さ
れ
、了
承
を
得
た
。

ま
た
、予
算
案
が
野
村
勝
経
理
部
長
よ
り
、

収
入
に
つ
い
て
は
組
合
員
の
減
少
の
た
め

減
っ
て
は
い
る
が
、支
出
に
関
し
て
は
例

年
通
り
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
、全
員

に
了
承
さ
れ
た
。

　

今
年
の
第
六
十
四
回
四
国
理
容
競
技

大
会
が
香
川
県
で
開
催
さ
れ
る
が
、三
月

中
旬
ご
ろ
に
は
、実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
準
備
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
れ
に

よ
り
、前
回
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
協

賛
各
社
の
募
集
に
対
す
る
各
支
部
の
協
力

の
お
願
い
が
あ
っ
た
。

県
下
か
ら
四
十
九
名
が
賀
詞
の
賞
受
賞

　

今
年
理
容
師
法
制
定
七
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
八
十
歳
以
上
の
組
合
員
の

方
々
に「
高
齢
現
役
理
容
師　
賀
詞
の
賞
」

と
し
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。香

川
県
か
ら
は
四
十
九
名
が
表
彰
さ
れ
る
。

受
賞
者
の
方
々
に
は
支
部
総
会
上
で
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。ま
た
、

県
組
合
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
る
。

　
来
年
度
役
員
改
選
に
あ
た
り
、各
支
部

の
総
代
数
と
協
議
会
推
薦
理
事
数
の
確
認

報
告
が
あ
っ
た
。総
代
は
十
名
に
つ
き
一

人
、協
議
会
推
薦
理
事
は
東
讃
七
名
、高

松
五
名
、中
讃
七
名
、西
讃
四
名
の
報
告

が
あ
り
、全
員
一
致
で
了
承
さ
れ
た
。

　

二
十
九
年
度
共
済
加
入
促
進
運
動
当

選
者
の
発
表（
最
終
面
に
掲
載
）、最
後
に

質
疑
応
答
が
あ
り
、審
議
は
滞
り
な
く
午

前
十
一
時
三
十
分
に
終
了
し
た
。

 
◆
第
三
回
理
事
会
議
案

一
、経
過
日
誌
に
つ
い
て

二
、各
種
会
議
報
告
・
連
合
会
関
係
に
つ

第
三
回
理
事
会
開
催

　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
度
予
算
案
固
ま
る

い
て

三
、Ｂ
Ｂ
マ
イ
ス
タ
ー
四
国
協
議
会・伝
承

講
習
会
開
催
に
つ
い
て

四
、各
種
新
春
賀
詞
交
歓
会
開
催
に
つ
い
て

五
、髪
授
大
祭
決
算
に
つ
い
て

六
、平
成
三
十
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ

い
て

七
、平
成
三
十
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

八
、各
部
報
告
に
つ
い
て

九
、平
成
三
十
年
度
各
支
部
総
会
の
出
席

に
つ
い
て

十
、平
成
三
十
年
度・
四
国
理
容
競
技
大

会
開
催
に
つ
い
て

十
一
、そ
の
他

①
自
動
車
共
済
保
険
の
推
奨
に
つ
い

て
②
高
齢
現
役
理
容
師
賀
詞
の
賞
表
彰

に
つ
い
て

③
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
で
ん
き
説
明
会
の
開

催
と
挨
拶
に
つ
い
て

④
理
容
師
法
制
定
七
十
周
年
記
念
表

彰
者
名
簿

⑤
総
代
数
並
び
に
理
事
数
に
つ
い
て

⑥
共
済
加
入
推
進
運
動
当
選
者
に
つ

い
て

⑦
全
国
理
容
競
技
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
競
技
の
新
設
に
つ
い
て

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
金
を
寄
付

　
平
成
二
十
九
年
九
月
十
二
日
の
理

容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
の
募
金
十
万
円

を
佐
藤
功
理
事
長
と
野
村
勝
経
理
部

長
が
組
合
を
代
表
し
て
十
二
月
十
八

日
に
高
松
市
福
岡
町
の
香
川
県
共
同

募
金
会
に
届
け
た
。
皆
様
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表彰状を受け取る山本理事（右）

理事会の様子
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◇
経
過
日
誌

三

役

会

◦
第
六
回
三
役
会

　
　

一
月
二
十
九
日
㈪ 
午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
第
七
回
三
役
会

　
　

三
月
二
十
三
日
㈮ 

午
後
八
時

　
　
　
　
　
　

組
合
事
務
所
会
議
室

三
役
部
長
会

◦
第
三
回
三
役
部
長
会

　
　

一
月
二
十
九
日
㈪ 

午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

理

事

会

◦
第
三
回
理
事
会

　
　

二
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

委

員

会

◦
予
算
委
員
会

　
　

一
月
二
十
二
日
㈪ 

午
後
二
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
広
報
委
員
会

　
　

二
月
二
十
六
日
㈪ 

午
後
三
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

協

議

会

◦
中
讃
協
議
会
役
員
旅
行

　
　

二
月
五
日
㈪
、六
日
㈫愛

知
県
方
面

講

習

会

◦
中
讃
協
議
会
商
工
セ
ミ
ナ
ー

　
　

一
月
十
五
日
㈪ 

午
前
十
時

坂
出
商
工
会
議
所

◦
日
本
剃
刀
技
術
伝
承
講
習
会

　
（
四
国
協
議
会
）

　
　

一
月
十
五
日
㈪ 

正
午理

容
サ
ト
ウ

◦
県
組
合
フ
ル
ム
ー
ン
ヘ
ア
講
習
会

　
　

一
月
二
十
二
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
Ｍ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
実
技
講
習
会

　
　

二
月
十
九
日
㈪ 

午
前
九
時
、

　
　

午
後
一
時
三
十
分

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

◦
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
講
習
会

　
　

二
月
二
十
六
日
㈪ 

午
後
一
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
高
松
支
部
講
習

　
　

二
月
一
日
㈭ 

午
後
八
時
三
十
分

Ｙ
ａ
ｎ
Ｇ　

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

◦
坂
出
支
部
講
習

　
　

二
月
二
十
二
日
㈭ 

午
後
八
時

理
容
サ
ト
ウ

そ

の

他

◦
事
務
所
仕
事
始
め

　
　

一
月
五
日
㈮

◦
平
井
た
く
や
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　

一
月
五
日
㈮ 

午
前
十
一
時

◦
香
川
県
生
活
衛
生
協
会
新
年
賀
詞
交
換
会

　
　

一
月
二
十
一
日
㈰ 

正
午

パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
讃
岐
の
間

◦
木
村
義
雄
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
　
一
月
二
十
二
日
㈪ 

午
前
十
一
時
三
十
分

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
三
階「
玉
藻
の
間
」

◦
県
組
合
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　

一
月
二
十
九
日
㈪ 

午
前
十
時

太
洋
ボ
ウ
ル

◦
理
容
師
国
家
試
験（
実
技
）

　
　

二
月
一
日
㈭

香
川
県
美
容
会
館

◦
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｋ-

大
野
敬
太
郎
君
を
励
ま
す
会

　
　

二
月
二
日
㈮ 

午
後
六
時
三
十
分

オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀
二
階
鳳
凰
の
間

◦
第
二
回
衛
生
水
準
の
確
保・向
上
事
業

　
推
進
会
議

　
　
二
月
十
九
日
㈪ 

午
後
一
時
三
十
分

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

◦
理
容
師
国
家
試
験（
筆
記
）

　
　

三
月
四
日
㈰ 

午
後
二
時

愛
媛
大
学
工
学
部

◦
平
井
卓
也
と
語
る
夕
べ

　
　

三
月
五
日
㈪ 

午
後
六
時
三
十
分

高
松
国
際
ホ
テ
ル
新
館「
瀬
戸
の
間
」

◦
指
導
セ
ン
タ
ー
第
二
回
定
時
理
事
会

　
　

三
月
十
二
日
㈪ 

午
後
一
時
三
十
分

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
特
別
会
議
室

◦
福
冨
正
司
氏（
社
交
飲
食
業
組
合
）

　

旭
日
双
光
章
受
章
祝
賀
会

　
　

三
月
二
十
五
日
㈰ 

午
後
二
時

料
亭
二
蝶

 

◇
予
定
行
事

総
会
・
総
代
会

◦
平
成
三
十
年
度
通
常
総
会
・
総
代
会

　
　

五
月
十
四
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

三

役

会

◦
第
一
回
三
役
会

　
　

四
月
十
六
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
監
査
会

　
　

四
月
十
六
日
㈪ 
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

三
役
部
長
会

◦
第
一
回
三
役
部
長
会

　
　

四
月
十
六
日
㈪ 

午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

理

事

会

◦
第
一
回
理
事
会

　
　

四
月
二
十
三
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

競
技
大
会

◦
香
川
県
理
容
競
技
大
会

　
片
原
町
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

四
月
三
十
日
㈪ 

片
原
町
東
部
商
店
街
、ま
な
び
Ｃ
Ａ
Ｎ

◦
四
国
理
容
競
技
大
会

　
　

七
月
十
六
日
㈪ 

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

◇
支
部
総
会

三
月
五
日

◦
琴
平
支
部　

午
前
十
時

ま
ん
の
う
町
農
業
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
高
瀬
支
部　

午
前
十
時

マ
リ
ン
ウ
エ
ー
ブ

三
月
十
二
日

◦
丸
亀
支
部　

午
前
十
時

中
津
万
象
園 

懐
風
亭

◦
土
庄
、内
海
支
部　

午
前
十
時

小
豆
島
国
民
宿
舎

◦
飯
山
支
部　

午
前
十
時

飯
峰
亭

◦
三
中
支
部　

午
前
十
時
三
十
分

魚
繁

三
月
十
九
日

◦
綾
南
支
部　

正
午

お
食
事
処
み
ゆ
き

◦
平
井
支
部　

午
後
五
時　

十
河
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

三
月
二
十
六
日

◦
東
か
が
わ
支
部　

午
前
十
時
三
十
分

ベ
ッ
セ
ル
お
お
ち

◦
仏
生
山
支
部　

午
前
十
一
時

観
翆

◦
豊
浜
支
部　

午
前
十
一
時

浜
田
屋

経
過
及
び
行
事
予
定
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◦
多
度
津
支
部　

午
後
一
時

花
瀬

◦
坂
出
支
部　

午
後
二
時

坂
出
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◦
善
通
寺
支
部　

午
後
三
時
三
十
分

ひ
ろ
や

◦
さ
ぬ
き
支
部　

午
後
五
時
三
十
分

サ
ン
マ
リ
エ
フ
ジ
イ

◦
仁
尾
支
部　

午
後
六
時

こ
も
田

四
月
二
日

◦
綾
北
支
部　

午
前
十
時

ふ
じ
の
や

四
月
九
日

◦
香
北
支
部

あ
わ
ら
温
泉
旅
行

◦
高
松
支
部　

午
前
十
時

パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

　

小
春
日
和
の
陽
気
に
恵
ま
れ
た
晩
秋

の
讃
岐
路
に
県
理
容
師
ゴ
ル
フ
ァ
ー
ナ

　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
九
日
㈪
に

香
川
県
理
容
組
合
親
睦
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
太
洋
ボ
ウ
ル
に
て
行
い
ま

し
た
。
県
下
か
ら
七
十
一
名
が
参
加

ン
バ
ー
ワ
ン
を
懸
け
た
戦
い
、香
川
県

組
合
ゴ
ル
フ
大
会
が
、平
成
二
十
九
年

十
一
月
二
十
日
㈪
に
ロ
イ
ヤ
ル
高
松
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
今
年
も
腕
に
覚
え
の
あ
る
ト
ッ
プ

選
手
二
十
六
名
が
参
加
。
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

　

今
回
も
優
勝
候
補
の
呼
び
声
高
い
さ

ぬ
き
支
部
の
杉
山
幹
男
選
手
が
他
を
圧

倒
す
る
十
八
ホ
ー
ル
七
十
八
の
好
ス
コ

ア
で
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
と
優
勝
を
決
め

た
。

　

真
剣
な
勝
負
の
中
に
も
気
心
の
知
れ

た
仲
間
同
士
。
随
所
に
笑
い
声
の
聞
こ

え
る
楽
し
い
大
会
で
あ
っ
た
。
成
績
発

し
、
団
体
優
勝
は
中
讃
協
議
会
、
個
人

優
勝
は
高
松
支
部
の
山
本
恵
三
さ
ん
準

優
勝
は
仏
生
山
支
部
の
浦
松
龍
次
さ
ん

で
し
た
。

　

年
々
参
加
人
数
が
減
少
し
て
お
り
ま

す
、組
合
員
の
親
睦
を
図
る
良
き
機
会

な
の
で
多
数
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

成
績
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）

　
優　
　
勝　
　
山
本
恵
三（
高　
松
）

　
準
優
勝　
　
浦
松
龍
次（
仏
生
山
）

　
三　
　
位　
　
堀
田
東
吾（
内　
海
）

　
男
子
Ｈ
Ｇ　
　
松
本
和
久（
綾　
北
）

　
女
子
Ｈ
Ｇ　
　
岡
坂
和
美（
高　
松
）

表
で
も
名
前
が
呼
ば
れ
る
た
び
に
大
き

な
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
、素
晴
ら
し

い
商
品
を
手
に
し
て
、来
年
の
活
躍
を

願
い
つ
つ
、無
事
大
会
は
終
了
し
た
。

 

成
績
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）

　

優　

勝　
　

杉
山
幹
男（
さ
ぬ
き
）

　

準
優
勝　
　

山
本
恵
三（
高　

松
）

　

三　

位　
　

宮
本　

武（
善
通
寺
）

（
県
広
報　

小
松
芳
浩
）

　
団
体
優
勝　
　
中
讃
協
議
会

（
青
年
部
長　
初
瀬
名
央
）

県
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
中
讃
団
体
Ｖ
！

個
人
優
勝
は
山
本
恵
三
さ
ん（
高
松
）

秋
空
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

　
　
　
　
県
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

参加者の皆さんと記念写真 菅原清、恵夫妻の選手宣誓

豪華商品を手渡される優勝の
杉山選手（左） 上位入賞者の皆さん

喜びの大林隆文中讃協議会長
（左）

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
ま
～
す
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訪
日
外
国
人
が
年
々
増
加
し
て
い
る

今
、外
国
人
客
受
け
入
れ
態
勢
を
学
ぶ

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
講
習
」が
平
成
三
十
年
二

月
二
十
六
日
㈪
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会

議
室
で
講
師
に
千
葉
県
の
河
合
潤
全
理

連
中
央
講
師
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

再
来
年
に
は
訪
日
外
国
人
の
数
が

四
千
万
人
に
達
す
る
見
込
み
で
、そ
の
う

ち
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
が
七
割
を
占
め

る
。そ
の
た
め
テ
キ
ス
ト
に
は
、メ
ニ
ュ
ー

の
選
択
や
カ
ッ
ト
の
長
さ
の
指
定
、支
払

方
法
な
ど
を
英
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、韓
国

語
、中
国
語
、台
湾
語
の
五
カ
国
語
で
書

か
れ
て
い
て
、言
葉
の
壁
が
あ
っ
て
も
そ

の
シ
ー
ト
を
見
て
指
差
し
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、日
本
人
と

欧
米
人
と
の
髪
質
や
習
慣
の
違
い
、髪
質

に
よ
る
パ
ー
マ
、カ
ラ
ー
の
注
意
点
、消

毒
の
重
要
性
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
最
後
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
を
県

講
師
２
人
が
客
役
と
ス
タ
ッ
フ
役
に
な

り
、わ
か
り
や
す
く
河
合
先
生
が
解
説
し

な
が
ら
、実
演
し
て
み
せ
て
く
れ
た
。

　
今
後
国
際
化
が
進
み
、外
国
人
の
長
期

滞
在
も
考
え
ら
れ
、理
容
店
の
利
用
者
も

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
時
に
あ

わ
て
な
い
た
め
に
も
意
義
あ
る
講
習
会
で

あ
っ
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
四
日
㈪ 

高

松
、香
北
、仏
生
山
、平
井
支
部
の
合
同

衛
生
講
習
会
が
高
松
テ
ル
サ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

冒
頭
に「
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
で
ん
き
」か
ら

電
気
契
約
切
り
替
え
に
お
け
る
電
気
代
節

約
な
ど
の
説
明
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
習
第
一
部
の
講
師
は
株
式
会
社「
川

六
」の
代
表
取
締
役
宝
田
圭
一
氏
。「
人

も
施
設
も
輝
き
出
す　
川
六
の
し
く
み
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。ホ
テ
ル

川
六
の
経
営
再
建
を
達
成
し
得
た
知
識

や
経
験
を
ま
と
め
た
、理
容
業
に
も
活
か

せ
る
講
演
で
、自
店
の
改
善
点
に
繋
が
る

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
著
書「
地

域
で
い
ち
ば
ん
ピ
カ
ピ
カ
な
ホ
テ
ル　
あ

　
替
刃
式
の
カ
ミ
ソ
リ
が
使
わ
れ
だ
し
て

久
し
い
が
、伝
統
あ
る
日
本
剃
刀
を
使
っ

た
剃
毛
法
や
研
磨
の
技
術
な
ど
を
次
世

代
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
講
習
が
平
成

三
十
年
一
月
十
五
日
㈪
に
坂
出
市
の
理

容
サ
ト
ウ
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、四
国
地
区
の
合
同
講
習
会
と

し
て
各
県
二
名
ず
つ
、香
川
県
か
ら
は
小

松
芳
浩
、合
田
里
香
両
講
師
が
参
加
、オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
香
川
県
の
佐
藤
功

理
事
長
と
山
地
重
行
副
理
事
長
の
ほ
か

三
名
の
総
勢
十
四
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

ま
た
、講
師
に
は
、日
本
剃
刀
担
当
と
し

て
東
京
都
の
西
村
幸
子
先
生
、
研
磨
担

当
と
し
て
千
葉
県
の
秋
山
顕
治
先
生
を

お
招
き
し
た
。

　
ま
ず
、全
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
砥
石
と

剃
刀
が
各
自
に
配
ら
れ
、秋
山
先
生
よ
り

砥
石
の
良
し
悪
し
、剃
刀
の
特
徴
な
ど
の

話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
実
習
に
移
り
、西

村
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、受
講
者

同
士
で
日
本
剃
刀
で
の
顔
剃
り
の
体
験

実
習
を
し
た
。
続
い
て
研
磨
に
入
り
各
自

が
剃
刀
の
研
磨
を
し
た
。

　
約
四
時
間
の
講
習
で
あ
っ
た
が
、顔
剃

り
は
と
も
か
く
、研
磨
に
つ
い
て
は
早
々

刃
が
つ
く
わ
け
も
な
く
、か
な
り
の
練
習

を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、皮
膚
へ
の
あ
た
り
の

良
さ
か
ら
女
性
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
の
人
気

の
高
ま
り
な
ど
で
日
本
剃
刀
が
見
直
さ

れ
て
き
て
お
り
、理
容
師
と
し
て
身
に
付

け
て
お
き
た
い
技
術
の
一
つ
で
あ
り
、若

い
技
術
者
に
も
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
技
術
と
言
え
よ
う
。

　

最
後
の
各
県
二
名
の
参
加
者
に
允
許

状（
い
ん
き
ょ
じ
ょ
う
）が
佐
藤
理
事
長

か
ら
手
渡
さ
れ
、今
後
の
技
術
伝
承
が
託

さ
れ
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

理
容
業
も
国
際
化
へ
の
対
応
を

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

講
習
会
開
催

四
支
部
合
同

衛
生
講
習
会
開
催

伝
統
の
技
を
次
世
代
に

　
　

日
本
剃
刀
技
術
伝
承
講
習
会

河合先生（中央）と実習

講師の宝田圭一氏（中央）

秋山先生の研磨の様子

日本剃刀での顔剃りの実習の様子
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２
０
１
８
全
理
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア「
マ
ー

ジ
ュ
」の
実
技
講
習
を
、タ
カ
ラ
ベ
ル

モ
ン
ト
二
階
実
習
室
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
受
講
生
多
数
の
た
め
、午
前

の
部
、午
後
の
部
と
二
回
に
分
け
て
の

講
習
と
な
り
、と
て
も
解
り
や
す
く
、

丁
寧
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
指
導
に
受
講

者
の
方
々
も
笑
い
を
交
え
な
が
ら
の
講

習
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ア「
マ
ー
ジ
ュ
」

は
女
性
の
お
客
様
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
簡
単
な
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
ス
タ
イ

ル
な
の
で
、明
日
か
ら
の
営
業
に
大
変

役
立
つ
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

（
講
師
会
長　
山
本
恵
三
）

理
容
店
に
女
性
を
呼
び
込
め
！

フ
ル
ム
ー
ン
ヘ
ア
講
習

　
平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日
、全
理
連

中
央
講
師
、武
蔵 

圴
先
生
を
お
迎
え
し

輝
く
女
性
達
に
お
薦
め
す
る
フ
ル
ム
ー
ン

ヘ
ア
Ⅱ
の
講
習
が
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
で
、

約
八
十
名
の
受
講
者
の
参
加
の
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ル
ム
ー
ン
ヘ
ア
と
は
理
容
店
で
も
女

性
に
提
案
出
来
る
カ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
で
、

そ
し
て
今
回
フ
ル
ム
ー
ン
ヘ
ア
Ⅱ
で
は
簡

単
な
カ
ッ
ト
、パ
ー
マ
に
加
え
ケ
ミ
カ
ル

的
な
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
ま
で
取
り
入
れ
た

内
容
で
し
た
。講
習
会
で
は
モ
デ
ル
さ
ん

を
カ
ッ
ト
し
な
が
ら
、流
れ
を
作
る
梳
き

鋏
の
使
い
方
や
、こ
れ
か
ら
の
ト
レ
ン
ド

の
話
、魔
法
の
水
と
呼
ば
れ
る
尿
素
化
粧

水
の
作
り
方
な
ど
営
業
で
取
り
入
れ
や
す

い
よ
う
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

モ
デ
ル
さ
ん
の
髪
も
武
蔵
先
生
の
カ
ッ
ト

さ
出
版
」に
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
の
内

容
で
し
た
が
、ス
ラ
イ
ド
な
ど
の
わ
か
り

や
す
い
説
明
、正
さ
れ
た
姿
勢
と
大
き
く

ハ
キ
ハ
キ
し
た
声
の
著
者
か
ら
直
接
聴
く

講
演
は
、腹
に
ス
ト
ン
と
落
ち
る
素
晴
ら

し
い
講
演
で
し
た
。
宝
田
氏
の
著
書
は
、

受
講
者
に
と
っ
て
は
復
習
に
、受
講
し
て

い
な
い
同
業
者
に
と
っ
て
も
良
い
気
付
き

の
あ
る
お
薦
め
し
た
い
良
書
で
す
。

　

第
二
部
は
高
松
市
保
健
所
生
活
衛
生

課
環
境
衛
生
係
長
・
粂
川
美
千
代
氏
の

「
衛
生
・
消
毒
及
び
理
容
師
法
の
運
用
の

改
正
に
つ
い
て
」で
、保
健
所
に
届
け
出

る
必
要
が
あ
る
書
類
の
各
種
改
正
点
や
注

意
点
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
習
後
、検
診
車
で
結
核・
肺
が
ん
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
診
が
あ
り
、例
年
通
り
の
長

い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

（
県
広
報　
松
原
敏
晃
）

Ｍａｒｇ
ｅ
実
技
講
習
会

　

平
成
三
十
年
二
月
十
九
日
㈪
に
第

六
十
四
回
全
国
大
会
で
第
三
部
門
優

勝
の
片
岡
天
平
講
師
を
お
招
き
し
て
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
最
後
に
行
っ
た
超
音
波
ア

イ
ロ
ン
を
使
っ
た
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で

あ
っ
と
い
う
間
に
サ
ラ
サ
ラ
に
な
り
ま
し

た
。二
時
間
半
の
講
習
も
内
容
が
濃
く
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
さ
ん
の
後
日
談
で
す
が
、何
も

し
な
く
て
も
カ
ッ
ト
し
た
通
り
に
髪
が
内

側
に
巻
い
て
き
て
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
効
果

の
持
続
も
実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
県
講
師　
宮
武
厚
弘
）

協
議
会
だ
よ
り

◆
中
讃
協
議
会
親
睦
旅
行

　

平
成
三
十
年
二
月
五
、六
日
に
、中
讃

協
議
会
は
親
睦
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。前

日
の
四
日
は
香
川
も
大
変
な
大
雪
で
、日

曜
の
営
業
に
も
差
し
支
え
、こ
れ
は
明
日

の
旅
行
が
思
い
や
ら
れ
る
な
と
半
ば
覚
悟

を
し
て
い
ま
し
た
が
、組
合
員
さ
ん
の
日

ご
ろ
の
行
い
が
余
程
良
い
の
か
、は
た
ま

た
脅
威
の
晴
れ
男
女
が
参
加
し
て
い
る
た

め
か
、当
日
は
快
晴
！
男
女
合
計
四
十
名

で
元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

行
き
先
は
愛
知
三
河
湾
め
ぐ
り
か
ら

の
、長
良
川
鉄
道
で
美
濃
市
ま
で
行
き
、

そ
こ
か
ら
滋
賀
を
通
っ
て
の
行
程
。し
か

し
今
回
の
旅
行
は
時
間
的
に
も
、内
容
的

に
も
ハ
ー
ド
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。途

中
の
観
光
地
は
花
の
時
期
は
外
れ
、強
風

の
恋
路
ヶ
浜
は
歩
く
の
が
や
っ
と
、渋
滞

に
は
ま
り
、ホ
テ
ル
に
着
く
と
同
時
に
着

替
え
る
暇
も
な
く
夕
食
。フ
ロ
ア
に
は
暖

房
が
入
っ
て
い
な
い
し
散
々
で
し
た
。

　
ま
あ
長
く
旅
行
を
し
て
い
る
と
こ
ん
な

年
も
あ
り
ま
す
ね
。途
中
の
バ
ス
で
は
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
、た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
、

後
ろ
の
方
は
酒
が
次
々
に
空
い
て
い
き
ま

す
。
幸
い
に
も
天
気
に
恵
ま
れ
、大
き
な

事
故
も
な
く
、ま
あ
来
年
も
元
気
で
来
よ

う
ね
と
み
ん
な
で
約
束
し
て
、一
泊
二
日

の
旅
行
を
終
え
ま
し
た
。

（
県
広
報　
白
川　
成
二
） 武蔵均全理連中央講師

真剣に片岡先生（中央）のカットを見つめる受講者

みんなで記念写真

第282号 理　　容　　　香　　川 2018年（平成30年）４月１日発行（5）



◆
東
讃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
く

　

東
讃
協
議
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
平

成
二
十
九
年
十
二
月
十
一
日
㈪
太
洋
ボ

ウ
ル
で
、十
七
支
部
よ
り
総
勢
三
十
五
名

の
選
手
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。十
時
よ

り
、野
崎
耕
次
東
讃
協
議
会
長
か
ら｢
身

体
の
体
調
を
良
く
す
る
作
用
を
も
た
ら
す

と
云
わ
れ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
。今
日
は
存
分

に
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ
い｣

と

開
会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

さ
ぬ
き
支
部
、長
門
修
一.

宮
地
浩
美

両
選
手
に
よ
る
選
手
宣
誓
の
あ
と
、各

レ
ー
ン
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。喜

怒
哀
楽
ま
る
だ
し
で
、ガ
タ
ー
の
選
手
に

は
残
念
が
り
、ス
ト
ラ
イ
ク
の
後
に
は
喜

び
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
あ
り
で
各
チ
ー
ム
内
は

大
盛
り
上
が
り
で
す
。二
ゲ
ー
ム
を
投
げ

ぬ
き
、投
げ
た
ボ
ー
ル
に
思
い
を
込
め
た

結
果
発
表
に
な
り
、季
節
感
あ
ふ
れ
る
景

品
が
贈
ら
れ
た
。

◆
平
成
三
十
年
度
坂
出
支
部
講
習
会

　

平
成
三
十
年
二
月
二
十
二
日
㈭ 

二
十

時
よ
り「
理
容
サ
ト
ウ
」に
於
い
て
、山

原
昌
司
先
生
を
お
招
き
し
て「
フ
ロ
ー
レ

ザ
ー
」の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
少

し
肌
寒
い
中
。多
数
の
出
席
者
が
あ
り
ま

し
た
。

成
績
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）

　
優
勝　
安
部
正
律（
東
か
が
わ
）

　
二
位　
橋
本
春
奈（
仏
生
山
）

　
三
位　
山
崎
鎮
永（
仏
生
山
）

　
一
月
二
十
九
日
㈪
開
催
、県
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
出
場
選
手
の
ご
健
闘
を
期
待
し

ま
す
。

（
県
広
報　
藤
沢
弘
順
）

◆
中
讃
協
議
会
商
工
セ
ミ
ナ
ー

開
催
さ
れ
る

 　

平
成
三
十
年
一
月
十
五
日
午
前
十
時

よ
り
、坂
出
商
工
会
議
所
に
お
き
ま
し
て
、

全
理
連
中
央
講
師
、
山
口
直
美
先
生
に

よ
る「
理
容
店
で
総
合
的
に
ア
ド
バ
イ
ス

で
き
る
サ
ロ
ン
作
り
の
た
め
に
」と
い
う

テ
ー
マ
で
、中
讃
協
議
会
商
工
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
分
野
に
関
し

て
は
組
合
員
さ
ん
の
関
心
が
高
く
、七
十

名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。ま

ず
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
き
っ
か

け
は
、年
齢
と
共
に
気
づ
い
た
自
分
の
肌

の
変
化
で
し
た
。シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
を
す
る

と
、赤
く
な
る
、乾
燥
す
る（
つ
っ
ぱ
る
）、

か
ゆ
み
が
出
るetc

。自
分
が
感
じ
た
こ
と

は
周
り
の
み
ん
な
思
っ
て
い
る
は
ず
…
。

　
き
っ
か
け
は
小
さ
く
て
も
、そ
こ
か
ら

の
悩
み
解
消
か
ら
、顧
客
満
足
を
得
る
ま

で
の
、環
境
作
り
、勉
強
は
遠
く
長
く
続

き
、諦
め
な
い
気
持
ち
と
、さ
ら
に
上
を
目

指
す
と
い
う
向
上
心
に
支
え
ら
れ
た
と
言

い
ま
す
。実
際
我
々
が
す
ぐ
思
い
浮
か
ぶ

範
囲
の
勉
強
、知
識
を
遥
か
に
超
え
て
い

て
、す
ぐ
誰
で
も
取
り
組
め
る
代
物
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。た

だ
、知
識
も
実
技
も
そ
う
で
す
が
、取
り

　
フ
ロ
ー
レ
ザ
ー
と
は
、刃
の
前
に
ガ
ー

ド
が
付
い
て
る
カ
ミ
ソ
リ
で
、バ
ー
の
お

蔭
で
余
計
な
力
が
刃
に
か
か
ら
ず
、肌
当

た
り
の
柔
ら
か
な
剃
り
味
に
な
る
と
い
う

製
品
で
す
。増
田
支
部
長
が
モ
デ
ル
と
な

り
、山
原
講
師
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
の
下
で

楽
し
く
講
習
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。後

で
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
腕
の
毛
で
試
し
た

と
こ
ろ
、肌
触
り
が
軽
く
、「
剃
っ
て
る
と

い
う
よ
り
、な
ぞ
っ
て
る
」っ
て
感
じ
で

し
た
。

　
剃
刀
も
進
化
し
た
製
品
が
開
発
さ
れ
て

良
く
な
っ
て
い
っ
て
ま
す
。激
安
店
と
は

一
味
違
う
技
術
の
向
上
に
繋
が
る
と
良
い

で
す
ね
。（

坂
出
支
部
広
報　
中
村
竜
也
）

◆
高
松
支
部
夜
間
講
習
会

　
平
成
三
十
年
二
月
一
日
㈭ 

午
後
八
時

三
十
分
よ
り
Ｙ
ａ
ｎ
Ｇ 

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

に
於
い
て
、山
原
昌
司
全
理
連
中
央
講
師

を
お
迎
え
し
、テ
ー
マ「
替
刃
レ
ザ
ー
の

革
命
‼
剃
ら
れ
心
地
が
サ
ロ
ン
の
贅
沢
メ

ニ
ュ
ー
に
！
フ
ロ
ー
レ
ザ
ー
」の
高
松
支

部
夜
間
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
も
多
く
、

知
識
も
間
違
っ
て
い
た
り
、お
客
様
に
説

明
で
き
た
ら
喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
な
と
い
う

こ
と
も
、多
く
あ
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

も
生
か
し
方
は
そ
れ
ぞ
れ
で
、そ
の
店
に

よ
っ
て
違
う
と
思
い
ま
す
、で
も
や
ろ
う

と
い
う
意
欲
が
あ
る
か
な
い
か
で
、身
に

つ
く
度
合
い
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
県
広
報　
白
川
成
二
）講習のようす

東讃ボウリング参加者のみなさん

講習の様子

支
部
だ
よ
り

協
議
会
だ
よ
り
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フ
ロ
ー
レ
ザ
ー
と
は
刃
の
前
に
マ
ジ
ッ

ク
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
可
動
式
の
バ
ー
が
付

い
た
レ
ザ
ー
で
、マ
ジ
ッ
ク
バ
ー
が
皮
膚

を
先
に
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
り
刃
が
当
た

る
強
さ
を
軽
減
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。レ
ザ
ー
の
使
い
方
な
ど

の
説
明
の
後
、山
原
講
師
に
実
演
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
と
し
て
数
名
が
体
感
し
、皆
、

剃
っ
て
頂
い
た
感
覚
は
刃
が
当
た
っ
て
い

る
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
、棒
で
撫
で
て

い
る
ソ
フ
ト
な
当
た
り
と
口
を
そ
ろ
え
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、実
際
に
交
代
で
フ
ロ
ー
レ

ザ
ー
を
使
っ
て
み
て
、押
し
当
て
る
強
さ

や
添
え
手
の
感
覚
を
体
感
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。ま
た
拭
き
取
り
な
ど
の
基
本

の
動
作
の
大
切
さ
も
再
認
識
で
き
ま
し

た
。

　

日
頃
か
ら
当
た
り
前
に
し
て
い
る

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
の「
剃
ら
れ
心
地
」と
い

う
部
分
を
意
識
で
き
る
講
習
会
に
な
り
ま

し
た
。

（
高
松
支
部　
白
井
啓
正
）

　
後
は
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
準
備
を
し
な
く

て
は・・。ク
ラ
ン
プ
が
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に

入
ら
な
い
！
自
立
式
の
ク
ラ
ン
プ
を
入
れ

よ
う
と
思
え
ば
も
っ
と
大
き
い
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
が
必
要
で
す
。弟
子
に
借
り
る
こ

と
で
一
件
落
着
。服
装
は
？
両
替
は
？
な

ん
か
頭
が
一
杯
で
す
。直
前
に
な
っ
て
タ

カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
さ
ん
よ
り
デ
ィ
ナ
ー
の

ご
招
待
が
。
タ
カ
ラ
ナ
イ
ト
で
す
。
ド
レ

ス
コ
ー
ド
が
あ
る
の
で
ス
ー
ツ
も
持
っ
て

行
か
な
く
て
は
。ま
た
荷
物
が
増
え
た
！

　
フ
ラ
ン
ス
便
は
午
前
十
時
発
な
の
で
東

京
に
前
泊
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。宮

崎
の
石
山
さ
ん
よ
り
ご
連
絡
を
頂
き
一
緒

に
全
理
連
ビ
ル
に
宿
泊
す
る
事
に
し
ま
し

た
。連
れ
が
い
る
と
少
し
気
が
楽
に
な
り

ま
す
。フ
ラ
ン
ス
へ
は
飛
行
時
間
十
二
時

間
三
十
分
で
す
。も
ち
ろ
ん
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
為
ト
イ
レ
の
心
配
が
あ
り
ま
す
、幸
い

通
路
側
だ
っ
た
の
で
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー
ル
空
港
到
着
後
す
ぐ
に

ホ
テ
ル
で
ス
ー
ツ
に
着
替
え
タ
カ
ラ
ナ

イ
ト
へ
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
合
流
し

酔
っ
払
い
ま
す
！

　
次
の
朝
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
を
入

れ
て
頂
き
、ル
ー
ブ
ル
美
術
館
へ
。
な
ん

と
も
そ
の
凄
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。近

所
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
後
は
タ
ク
シ
ー

で
ホ
テ
ル
に
帰
り
練
習
で
す
。

　
大
会
一
日
目
、先
ず
は
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
か
ら
の
競
技
で
す
。あ
ま
り
の
会
場
の

広
さ
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
負
け
じ
と
応
援
し

ま
す
。シ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
競
技
が
始
ま
る

前
に
ホ
テ
ル
に
帰
り
ま
た
練
習
、ト
レ
ー

ナ
ー
の
助
言
を
実
行
し
て
み
ま
す
。中
々

い
い
調
子
。明
日
は
こ
れ
で
行
こ
う
！

　
本
番
当
日
、決
戦
の
日
が
来
ま
し
た
！

準
備
万
端
で
す
。競
技
場
に
入
場
す
る
ま

で
自
分
の
番
号
が
分
か
り
ま
せ
ん
。ロ
ー

プ
の
中
に
入
る
時
に
日
本
チ
ー
ム
の
番
号

が
載
っ
た
ペ
ー
パ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

私
は
九
十
三
番
、ち
ょ
っ
と
奥
の
方
で
す
。

ク
ラ
ン
プ
装
着
Ｏ
Ｋ
、水
を
か
け
ろ
と
の

指
示
、軽
く
ス
プ
レ
ー
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

ジ
ュ
リ
ー
が
や
っ
て
来
て
後
ろ
に
下
が
れ

と
言
わ
れ
ま
す
。そ
の
後
ジ
ュ
リ
ー
が
水

ス
プ
レ
ー
を
ぶ
ん
取
り
、水
を
か
け
る
か

け
る
。ズ
ブ
ズ
ブ
に
し
た
後
オ
ー
ル
バ
ッ

ク
に
梳
か
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
私
の
大

会
は
終
わ
っ
た
の
も
同
然
で
す
。山
羊
の

毛
は
濡
ら
さ
れ
る
と
乾
き
ま
せ
ん
。カ
ッ

ト
時
間
を
使
っ
て
乾
か
し
ま
す
が
乾
き

ま
せ
ん
！
焦
り
ま
す
。三
分
経
っ
た
の
で

残
り
十
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ろ
そ
ろ

カ
ッ
ト
し
な
く
て
は
、ま
だ
水
分
が
残
っ

た
ま
ま
カ
ッ
ト
に
入
り
ま
す
。ど
う
な
る

ん
や
ろ
？
‥
。
カ
ッ
ト
時
間
中
に
櫛
を

使
っ
て
あ
る
程
度
の
流
れ
を
作
っ
て
お
き

ま
す
。最
後
ま
で
水
分
が
残
っ
て
い
た
た

め
満
足
の
い
く
作
品
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
結
果
は
、シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
作
品
が
優

勝
し
ま
し
た
。私
の
作
品
は
特
に
長
か
っ

た
の
で
残
念
で
し
た
。前
日
の
練
習
が
良

か
っ
た
だ
け
に
悔
し
い
で
す
。日
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
は
団
体
で
二
位
と
三
位

を
獲
得
し
ま
し
た
！
凄
い
で
す
！

　

楽
し
い
非
日
常
な
一
週
間
が
終
わ
り
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
日
常
に
戻
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
ま
で
行
か
せ
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
川
筋
教
育
部
長
、山

本
講
師
会
長
、中
前
講
師
、池
原
講
師
に

は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ
の
良
い
経
験

を
次
世
代
へ
繋
い
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（

県
組
合
副
理
事
長　

北
地
一
行
）

実技中の山原先生（右）

競技中の勇姿？

世界大会で念願の表彰式

世
界
大
会
奮
闘
記

 〈
後
篇
〉 

い
ざ
フ
ラ
ン
ス
の
巻

北
地
一
行 
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新
体
制
の
三
年
間
も
無
事
、任
を
務
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。「
理
容
香
川
」は
正
に
組
合

員
さ
ん
の
歩
ん
だ
活
動
の
証
し
で
す
。
今

後
と
も
、ご
愛
読
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

（
藤
沢
弘
順 

編
集
長
）

 　
三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
広
報

の
難
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
森 

健
二 

広
報
委
員
）

 　
三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
年
四

回
の
広
報
の
作
成
、記
事
集
め
と
校
正
に

終
始
し
ま
し
た
が
、全
組
合
員
さ
ん
が
読

む
と
思
う
と
自
然
と
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
白
川
成
二 

広
報
委
員
）

 　

広
報
委
員
を
経
験
し
、理
容
香
川
を
作

る
大
変
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
多
く
の
協

力
で
誌
面
が
で
き
る
過
程
は
良
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
三
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
松
原
敏
晃 

広
報
委
員
）

 　

皆
様
、三
年
間
ご
愛
読
く
だ
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
広
報
委
員
一
丸

と
な
っ
て
任
期
を
満
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。最
初
は
何
も
分
か
ら
ず
、間
違
い

ば
か
り
で
皆
様
に
ご
迷
惑
お
か
け
し
て
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
号
記
事
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
た
各
支
部
の
広
報
部
長
さ

ん
。
文
芸
欄
を
欠
か
さ
ず
投
稿
い
た
だ
い

た
平
尾
さ
ん
、藤
田
さ
ん
。皆
様
に
は
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
理
容
香
川
も
今
号
で

二
八
二
号
を
数
え
ま
し
た
。
香
川
県
理
容

　
二
月
十
五
日
㈭
高
松
市
役
所
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
、平
成
三
十
年
高
松
市

市
政
功
労
者
表
彰
式
に
高
松
支
部
を
代
表

し
て
私
、支
部
長
の
川
筋
が
出
席
し
て
参

り
ま
し
た
。こ
の
市
政
功
労
者
表
彰
は
、多

年
に
わ
た
り
、高
松
市
の
市
政
の
振
興
発

展
に
尽
力
し
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
、毎
年
二
月
十
五
日
の
市
制
施
行
記
念

日
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。今

年
は
、地
域
社
会
の
発
展
と
市
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
長
年
継

続
し
、市
政
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
、

十
七
名
と
一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
組
合
高
松
支
部
は
香
川
県
組
合
設
立

以
前
よ
り
児
童
福
祉
施
設
に
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
記
録

が
あ
り
、推
定
で
六
十
年
以
上
継
続
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
表
彰
の
対
象
と
な

り
、高
松
市
表
彰
条
例
に
基
づ
い
て
審
査

さ
れ
、こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、高
松
市
役
所
十
三
階
大
会
議

室
に
て
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、大
西
秀
人

市
長
よ
り
一
人
一
人
に
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、大
西
市
長
の
受
賞
者
を
称
え
る

ご
挨
拶
と
受
賞
者
の
謝
辞
、記
念
写
真
撮

影
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、こ
の
活

動
は
稲
垣
晴
夫
厚
生
部
長
が
主
と
な
り
数

名
の
参
加
者
に
て
毎
月
第
二
月
曜
日
の
就

学
前
の
時
間
帯
に
施
設
に
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
、こ
れ
か

ら
も
永
く
継
続
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。ま
た
、他
に
も
高
松
市
政
関
係
で
は
在

宅
ケ
ア
便
利
帳
、地
域
で
支
え
合
う
見
守

り
運
動
な
ど
に
も
協
力
し
て
お
り
理
容
組

合
、組
合
員
店
が
地
域
に
密
着
し
貢
献
で

き
る
形
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
高
松
支
部
長　
川
筋
正
仁
）  

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
七
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
五
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

offi
ce@

kagaw
a-riyo.com

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
の
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
、少

し
で
も
お
役
に
立
て
た
な
ら
ば
幸
い
で
す
。

一
旦
こ
こ
で
筆
を
擱
き
ま
す
が
、こ
れ
か

ら
も
理
容
香
川
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
広
報
部
長　
小
松
芳
浩
）

中
讃
で
愛
知
方
面
へ
バ
ス
の
旅

　
　
　
酒
を
片
手
に
な
が
く
揺
ら
れ
て

宴
会
は
一
年
振
り
で
盛
り
上
が
り

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
ま
っ
た
夜よ
る

床
屋
し
て
半
世
紀
な
り
こ
の
頃
は

　
　
　
色
っ
ぽ
い
話
題
ぐ
ん
と
減
り
た
り

 

飯
山
支
部　
平
尾
み
ち
子

短
　
歌
文

芸

欄

◦
丸
岡　
久
文
氏
（
七
十
七
歳
）

　
平
成
三
十
年
一
月
十
一
日
死
去

　
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン 

マ
ル
オ
カ（
高
松
支
部
）

　
ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み

平成29年度 全理連共済加入促進運動
県内当選者発表！
Ａ賞　商品券５千円分

	 高　松	 岡林　武史さん	 仏生山	 岩瀬　大城さん
	 高　松	 神谷　　彰さん	 仏生山	 浦松　龍次さん
	 高　松	 神谷　克代さん	 仏生山	 林　　想真さん
	 高　松	 川筋　晶代さん	 仏生山	 林　　俐多さん
	 高　松	 川筋　花栄さん	 仏生山	 山崎　鎮永さん
	 高　松	 川筋　正仁さん	 綾　北	 桑村　和照さん
	 高　松	 川筋　美奈さん	 綾　北	 西原　正博さん
	 高　松	 冨田　優作さん	 綾　北	 松本　和久さん
	 高　松	 野村　博之さん	 内　海	 千壽　ちよさん
	 高　松	 向井　憲吾さん	 内　海	 千壽　やえさん
	 高　松	 向井　利恵さん	 東かがわ	 亀田　伸治さん
	 高　松	 横井　龍哉さん	 東かがわ	 安冨　豊昭さん
	 高　松	 横井　鈴佳さん	 東かがわ	 山本昭太郎さん
	 高　瀬	 後藤みらんさん	 東かがわ	 松井　秀美さん
	 高　瀬	 後藤　悠仁さん	 三豊中央	 合田　知弘さん
	 さぬき	 松原　知子さん	 三豊中央	 森　　健二さん
	 平　井	 佐々木　廉さん	 綾　南	 菅原　由真さん
	 平　井	 多田　和弘さん	 綾　南	 山地　秀祐さん
	 平　井	 森　　花梨さん

Ｂ賞　商品券５千円分
	 高　松	 秋山　英司さん	 平　井	 川筋　崇弘さん	
	 高　松	 野村　陽也さん	 丸　亀	 石田　昭三さん
	 高　瀬	 後藤美弥子さん	 東かがわ	 鎌田　　武さん
	 高　瀬	 後藤　泰夫さん

おめでとうございます！

広報委員の皆さんと一緒に
三年間ありがとうございました

受賞者全員での記念写真

大西市長（左）と川筋支部長

高
松
市
市
政
功
労
者
と
し
て
高
松
支
部
を
表
彰

児
童
福
祉
施
設
で
の
奉
仕
理
容
に
対
し
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